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聴 解 授 業 に お け る ア ウ トプ ッ トの あ り方
一学習者同士が人的 リソースとなって一
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1,は じめに
早稲田大学 日本語教育センターの 日本語聴解6Aに 実習生 と して参加 し、何より印象に
残 ったのは、学習者が次 々と発言することで視聴覚教材内で使われていた語彙が何であ っ
たかが次第に明らかになったり、漢字表記が複数の学習者からの説明で形を成 していった
りすることがよく見 られたことである。 これ は聴解授業でありなが らもmputだ けではな
い、outputに よっても成立していたことを現 している。 しかもそのoutputが 一人の学習
者 によるものではなく、クラス内の学習者同士が連鎖反応のように発言 し、展開されてい
くのである。
ことぱの習得 にはi叩utだ けでは不十分であることは先行研究などで指摘 されている と
ころだが、このようなoutputが 聴解授業に与 える影響はいかなるものかを考察す ることを
目的に本稿を書 き進めていくことにする。そのために、先ずSwainの 主 張するアウ トプ ッ
ト仮説にっいて概観 し、次にそれを踏まえて早稲田大学日本語教育センター設置の留学生
対象 日本語授業、 日本語聴解6A(以 下、聴解6A)の 実践で見 られたアウトプッ トについ
て述べた上で、活動の 目標 と照らし合わせ、その有効性などを考察 していく。最後に聴解
授業におけるアウ トプ ットのあ り方についての試論を提示する.
2.Swainの アウ トプ ット仮説
Swainの アウ トプヅ ト仮説を説明するには、1970～80年 代にKrashenが 唱えたインプ ッ
ト仮説の言及は避けて通れない。Krashenは 学習者の理解できる 「i+11の インプ ッ トを
受けると言語形式が習得 されるとした。つまりr言 語習得の必要 にして十分な条件は、大
量の理解可能なインプ ットに接触す ることだとした」(岡崎 ・岡崎200D。 インプッ ト仮説
において、話す ・書 くといった産出は、言語習得の結果だ とされ る。
これに対 し、1980年 代、Swaiaは インプ ットの重要性は認めつっ も、インプッ トだけで
は不十分で、必要条件であって十分条件ではないと主張する。 ここにアウ トプッ ト仮説が
登場する。相手 に理解可能なアウ トプ ットを産出することが、言語習得には欠かせない と




ランス語能力が低い ことが判明 したことか ら提示され た。 イマーションプログラムにおい
ては産 出が少ないことに起因 しているという。理解可能なインプッ トに加え、理解可能 な
アウ トプッ トが強制 され ることにより、言語習得が成 され ると考えるのである。
このアウ トプッ ト仮説は・教室においても日常においても、多 く該当することに気付 く。
教室においては、読む ・聞 くの技能に偏 った活動では理解語彙 ・理解表現と使用語彙 ・使
用表現 とのアンバランスが生 じ、運用能力が伴わな くなる。 日常においては、幼児がアウ
トプ ットをすることで伝達内容が理解された り間接訂正が得 られたりして、言語を我が物
としてい く習得過程が見 られ る。また成人となっても、己の思考を書 く ・語るという行為
で、自分でも気付かなかった思考 ・思惟が新たに発見 され、広い意味でのことばの習得を
することが稀に見られ る。 このようにアウトプッ トによって習得が促進されることは理解
に難 くない し、アウ トプッ トが重要な位置にあることも理解 に難くない。
これ らアウ トプッ トの機能 として、Swainも 挙げているが、仮説検証がある。すなわち、
インプ ットか ら得た ものを基に言語使用の仮説を立て、それが適当であるか どうかを検証
してい く行為が小さい単位であれ大 きな単位であれ、アウトプットの際は常に繰 り返 し行
われていると考えることができる。 こうして検証された ものが身につき、言語が習得され
てい くのだ。
次に、このようなアウ トプ ットが聴解6Aの 授業では、 どのような形態 となって現れて
い たのかを述べる。
3,聴 解実践授業 とアウ トプ ット
3,1聴 解6A概 要
早稲 田大学 日本語教育センターの聴解6Aは 巾上級 レベルの日本語学習者 を対象とし、
視聴覚教材を使用 した聴解の授業である。90分 の授業を学期中週1回 、計13回 実施 した。




題材としては 闘Kの ニュースやニュース番組中の特集などを視聴す る。授業の流れ とし
ては、 その 日視聴するニュース等の トピックまたは関連語彙を簡潔に導入 しておき、 ビデ
オの視聴をスムーズにする。そ してビデオを見て、内容確認、語彙 ・表現の習得、文再生、
要旨把握などを行 う。最後に実習生(院 生〉による発展練習を実施する。




ットが頻繁に見 られ る。以下、どのようなアウ トプットが起 こっていたかを3種 に分けて
記述する。
3,2,1複 数の学習者からの連鎖発言を産むアウトプッ ト
複数の学習者か らの知識を組合せ、語彙やその意味、表記を立休的 に構築 し、学んでい
く姿が見られた。 ある学習者の発言を受け、それが連鎖的に次の発話 を産んでいく。
教室で見 られた例を示す。S:学 習者 丁:教 師
Sl:ゴ ウキ ャ ク?
T:ゴ ウキ ャク?
S[:ゴ ウ カ ク?
T:合 格?
s1:ゴ 、 ゴ ウ …
S2:コ キ ャ ク?
S1:あ 、 こ き ゃ く。
Tlあ 、顧 客 。 顧 客 は何?
S3:確 保 す る。
丁 二あ 、顧 客 を確 保す る?あ 、 そ う。 顧 客 は何?
S4:お 客。
Tlあ あ 、 お 客 さ ん,顧 は どん な漢 字?
S5=小 さい。
Tlあ 、小 さい お 客。
複 数S:〔 笑 い)
T=あ あ。 で も、S4さ ん が行 っ た らど うす る1。 小 さい お 客 じゃ ない よ。
S51で は あ りませ ん。
T:で は あ りませ ん?そ うで し ょうね 。 顧 客 の 顧 は な ん だ?
S61あ あ 、 コウ テ イの コ?
Tlん?コ ウテ イ の コ?
S7=雇 う?
T:雇 う。
S81あ と、願 う の後 ろ。
このように、r顧 客」 という語の意味が分か らない とい う学習者に対 し、まず表記の確
認から入 るわけだが、学習者の部分的な説明がアウ トプッ トと して現れ、説明不十分な発
言であると、別の学習者が説明を補足する。それ らが集結 して次第に立体的にな り、r顧客」
という表記を産み出している。学習者間で補完 されたものが姿を現 し、教室で共有す る学
習項 目となる。 ここでの場合は 「顧客」 という語の表記、続いてこの後その意味を習得す
るためのアウ トプットが行われたが、これは3・1で 記述 した 目漂の①へとつながる活動で
1こ こでのS4氏 は背が高いので、r小 さいお客」に該当しないことを意味する。
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ある。
また、学習者のアウ トプ ットをてがか りに して学習者が推測を重ねている。他の学習者
のアウトプッ トから音や漢字を組合せて語彙を推量 していく力が養われることになる。 こ
れは目標の③へ とつながる。
3,2.2語 彙 ・表現や要旨等の明確化の過程 としてのアウ トプッ ト
学習者が意味などを確認するに、言い換えたり別 の例を提示 したりするアウ トプ ットを
することで明確化 していく過程が見られ る。
S1:囲 い 込 む とい う戦略 を …
Tl囲 い 込 む の 意 味 は分 か ります か。S2さ ん。
S21… 。
S3:周 りを入 る?
Tl周 りを入 る?… 囲 い 込 む。
S4=抱 き ・ ・ ひ
Tl抱 き しめ る?
S51中 に入 る
T:中 に入 る?囲 い 込む 。 中 に入 る?
S6=周 りを …
S3:周 りを全 部 、 自分 に …
Tl周 りを、 う 一 ん 、 あ る所 を 自分 の も の に して しま うん で しょ、 囲 い込 む とい うの は。
じゃ、 魚 を囲 い 込 んで 取 る って ど うす るの?
S3:取 る。
S71網 。
Tl網 で … 。
S7:周 り、 周 りで …
T=こ うい うふ う に(絵 を板 書)網 か け て、 網 を張 って 、 この 中 に魚 を入 れ て 逃 げ な い よ
う に囲 って しま って、 中 に。
S7:お 客 は、 逃 げ ない よ う に。
Tlう ん、 お 客 は逃 げ な い よ う に囲 い込 む.そ う。
S8=あ の、 逮 捕?逮 捕す る。 逮捕 す る。
T:あ あ、 い い で す ね。S8さ ん を逮 捕 しま し ょう。
複 数S:(笑 い)
T=そ うそ う、そ れ もあ ります 。S8さ ん が逃 げ ない よ うに、 皆 で、 こ う、逃 げ ない よ うに
皆が 並 ん でね 。… 子 供 の 多 い家庭 を早 め に 囲 い込 む 、 何 の た め に?
S9=顧 客 が 。
T:は い。 将 来 の 顧 客 を。
S3:確 保 す る。
Tl将 来 の顧 客 を確 保す る。 しっか り逃 げ ない よ う に。
r囲い込む」の意味を明確化 してい く過程で幾つかのアウ トプ ットが見 られる。r周 りを
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入 る」という分か りに くい発話か ら、次第に 「お客は逃げないように」 とい う発言や教師
のr将 来の顧客を」 につなげてr確 保する」という発話が出るなど、少 しずつであるが統
語的機能を果たすものへの進化が見られ る。「囲い込む」の明確化が進んでいるからだ。そ
の過程は個人の中だけで起 こる内なる静態的な理解 ではなく、アウ トプ ットによって成 さ
れているのが分かる。
小柳(2004)に よれば、Swain自 身もアウ トプッ トが意味的処理か ら統語的処理へ と移
行 させるのに有効だ と論 じている。この明確化の過程 としてのアウ トプ ットを活か し、学
習者のアウ トプッ トを統語的機能を果たすものへ と引上げてい くことができる。 要旨把握
などでは特 に、単語 レベルの発話に留まることがない ように教師側か らある程度のコン ト
ロールをしてい く必要があろう、最初は学習者か らのアウ トプッ トが断片的なものであっ
たとしても、それを利用 して、要旨として意味を成す文や段落 レベルの固まりとしてのア
ウ トプ ットヘ引上げてい く。文や段落 レベルの固 まりが意味的処理 をす るだけにならない
ようなアウ トプ ットとして産出可能にしてい くことが、中上級 レベルであることを考えて
も肝要である。 このような活動を していけば、 目標 の②の要 旨把腹だけではな く、要旨を
統語的機能 を持つものとして産出する力を持つに至 るであろう。
3.2、3あ る学習者 の発話に対する別の学習者の評価 としてのアウ トプ ット
教師が質間を投げかけ、学習者はそれに答える形 でアウ トプ ットをす る。教師が学習者
に質問を投げかけることは他の授業でも見 られるが、聴解6Aで は、学習者のアウ トプッ
トに対 し、教師は正解不正解をす ぐに提示 しない。別の学習者にそれを正解 としていいか





























い い で す か 。
10、10人 の 、 で も、10人 の 子供 が い る う ち は 日本 は い ない で し ょ。
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(中略)
丁 二今 の は い い の?3人 、4人 、5人 と言 った け ど、 い い?S4さ ん もS5さ ん も、3人 と






3人 は … 。5人 は 、 そ の … 。
3人 、5人 は 二 人 が 言 って 、 こ ち ら は3人 、4人 、5人 し か 言 っ て い な い 。 ど っ ち が
正 しい の?
こ っ ち は0.3。 と0.5%
じ ゃ あ 、O.3とO.5。
私 は 見 た 。0,4。
このように学習者 の発話に対 し、教師が正誤つまり評価をすぐに与えるのはなく、他の
学習者に判断させ発話 させ ることで次のアウ トプッ トを産み出している。 これは別 の学習
者が評価を していることにつながると考えられる。
ビデオ教材のニュース内で便われた語彙 を学習者が誤 って別の語と解釈 し、それ に対 し
て別 の学習者か ら訂正等の評価が行われなかった場合でも、その場では教師による訂正は
されない。例えばr森 」という語を 「モノ」、r洞 窪」を 「ドウブツ」、「蜘蛛」を 「クマ」
と聴 き違えていることなどがあったが、教師はそのまま板書をす る。そ してその場では別
の学習者か ら訂正が されなかったため再度教材を視聴す る。視聴後、学習者か ら訂正、評
価 の発言があり、ニュース内の語彙が明 らかになるが、 これ も学習者からのアウ トプ ット
を待 って得 られたものである。
学習者が別の学習者の発言に対 し評価を行うということは、換言すれば、 目標①～③が
達成 されているか評価する目を持つ ことである。別の学習者 を評価する目を持つ ことが、
自分の言えることと言えないことを意識化することにもなる。 これらの意識化も、教師が
一方的にビデオ教材の内容確認などを行っては正誤を与えるというような形態では起 こら
ない ことで、学習者問のアウ トプッ トによって生 じるものなのだ。
3,2.4小 括
ビデオ視聴後の授業時問は、学習者からのアウ トプッ トが多い。本稿では特に取 り上げ
なか ったが、要旨や再生練習など、書 くことによるアウ トプットの時間も設け られてい る。
ビデオ視聴後は学習者のアウ トプッ トが授業を進行させると言っても過 言ではないだ ろう。
このように聴解6Aで 見られ るアウ トプ ットを考察 してい くと、アウ トプ ットによって
ビデオ教材で理解 した内容に関する仮説検証 と自分の日本語力に関する意識化を進めてい
ることが分かる。仮設検証や意識化はデータで示 したように、一人の学習者で成立 してい
るのでは決 してな く、複数の学習者の共同作業で展開されている.そ してそれは、3.iに
述べた目標の語彙の習得や要旨把握、未知語推測の3っ の 目標 を意識 した教室活動の中で
展開 されている。複数の学習者の仮説検証で得られたものが、個 々人に還元され、 これら
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3つ の目標に一人一人が近づけるよう、そして意識化 され るよう仕組 まれてい る。
このような学習方法は、発言のしやすい教室の雰囲気によって支えられてい ると言える
だろう。 これ らのアウ トプットを産むには、雰囲気作 りも軽視 してはな らない。
4.ま とめ
聴解6Aで 見られ るアウトプ ットが、 目標と して掲 げられた能力育成に影響を与えてい
ることを述べてきた。 ビデオ教材 も一つのr学 習の資源(リ ソース)」(レ イヴ&ウ ェンガ
ー1993)と 言えるだろうが、学習者間で織 り成すアウ トプ ットが ビデオ教材資源を超えた
活動の柱に位置づけられ、仮説検証と意識化が活性化 されることで、目標への到達 と学習
が促進 される。ブルーナーらの提唱するスキャフォールデ ィング(足 場掛け〉が教師によ
って成 されるだけではなく、む しろ学習者間のア ウトプッ トが中心となって大 きくその役
目を担 う。
ビデオ視聴そのものは、人一人の営みである。そ こでインプッ トが起 こり、何 かを理解
し、何かを理解 しかかる。その理解を確認するため に懸命に辞書を引く学習者 もいる。 し
か しその後に用意 されたアウ トプッ トの活動時問は、人一人の営みではな くなる。教室内










このように考えると、これは聴解6Aだ から成 し得たことだと限定されるものではな く、
あらゆる教室活動 に取 り入れてい くべき要素であ ると気付 く。教師と学習者 という直線的
関係から解放され、学習者間のアウ トプッ トがふんだんに取 り入れられ散 りばめ られた教
室は、新 しいダイナミズムを産み出すからだ。
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